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【概要】

第３期 コレクション・フォーカス

山を描く 佐々木邦彦―知られざる絵と言葉

／戦前戦後の前衛―特別展「没後 30 年 菅井汲」にちなんで

　1968（昭和 43）年に開館した広島県立美術館は、1996（平成 8）年に現在の建物

に生まれ変わり、所蔵作品展と特別展という両輪によって美術の魅力を発信してい

ます。

　当館は開館以来、多くの方々のご協力を得てコレクションを充実させてまいりま

した。収集重点方針として「広島県ゆかりの美術」「1920 ～ 30 年代の美術」「日本

およびアジアの工芸」を掲げ、現在は総数 5,400 点を超えています。

さて、今期の所蔵作品展は、本県ゆかりの巨匠を一望できる「ウェルカムギャラリー」

と、「戦前戦後の前衛－特別展『没後30年 菅井汲』にちなんで」、さらにコレクション・

フォーカス「山を描く 佐々木邦彦－知られざる絵と言葉」の３本立てとし、当館

コレクションをさまざまな視点でご紹介いたします。

　さらに、皆さまに感想をお書きいただき交流できるコーナー、美術講座やギャラ

リートーク、インスタグラムのライブ配信といった関連イベントも開催しつつ、さ

まざまな角度から当館コレクションの魅力を発信します。また、毎月第 3 日曜日の

フリートークデーも継続いたします。

　ご来館のたびに新しい美の魅力を発見し、心和んでいただける展示をめざし、努

力を重ねてまいります。今後の当館の活動にもご期待ください。
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八木一夫 《盲亀》1964 年    広島県立美術館蔵 パウル・クレー 
《お金を数える老人》1929 年　
広島県立美術館蔵

【第 1展示室】

戦前戦後の前衛―特別展「没後 30 年 菅井汲」にちなんで

八木一夫のまなざし――西洋美術と前衛陶芸

　戦後間もない 1948（昭和 23）年に前衛陶芸家集団「走泥社」を結成し、器としての機能を持たない「オ

ブジェ焼き」により、陶の世界を追求した八木一夫（1918-1979）。初期にはマックス・エルンスト

やパウル・クレーら西洋の芸術家に惹かれ、その影響を感じさせる陶芸作品を発表しました。また、

パブロ・ピカソやイサム・ノグチといった画家・彫刻家が手掛けたやきものに触発され、陶芸の新

たな可能性を切り拓きました。

　３階展示室では、10 月２日～ 12 月 6 日の間、「没後 30 年　菅井汲」展を開催していますが、 国

際的に活躍した画家・菅井汲（1919-1996）と八木はほぼ同い年にあたります。ふたりの立ち位置は

違えども、西洋の動向を見つめつつ前衛を走り続けたその仕事には、共通する思想を感じていただ

けるのではないでしょうか。

　文筆にも長け、西洋美術についても様々な言説を残した八木はこう述べています。「新しいものと

古典との結婚、これが私のねらいです。ピカソやクレーの近代絵画と、渋いロクロの味を、作品の

上でどう調和させるかが私の仕事です。」この部屋では、八木の陶芸作品とともに、西洋美術作品を

彼の言葉を介しながらご紹介します。
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菅井汲
《太陽の門　黒》1969 年頃
広島県立美術館蔵

菅井汲
《不詳》1964 年
広島県立美術館蔵

【第２展示室】

戦前戦後の前衛―特別展「没後 30 年 菅井汲」にちなんで

特別展「没後 30 年　菅井汲」関連企画　小品の楽しみ

　この展示室では、当館で初開催となる菅井汲の特別展に因み、比較的小型の油彩画に焦点を当て

て菅井の画業をご紹介します。

　作家の回顧展を企画する際、小品や資料をどこまで展示するかということは、学芸員にとって悩

ましい問題といえるでしょう。代表作といわれる作品は、概ね展覧会出品作をはじめとする大型作

品が多く、それらを軸に画業の変遷を追うのが企画の常道です。一方で、満を持して展覧会に送る

大作の前段には小品での試行があることも多く、そうした作品は、作家のひらめきを率直に伝える

貴重な存在です。あるいは、小品制作に止まり、長らく顧みられることのなかった構想が、画業の

成熟の後に大作に結実する例も少なくありません。試行としての小品は、様々な意味において創作

の秘密を解き明かす可能性を秘めているともいえるのです。

　多くの時間をアトリエで過ごした菅井は、その理由を、ひらめきを逃すことがないよう、思い立っ

たらすぐに制作にかかれるようにするためだと語っています。豊かな可能性を持つ小品を、関連す

る大作とともにご鑑賞ください。
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佐々木邦彦《山稜（北アルプス薬師岳展望）》1963 年　個人蔵

【第 3・4展示室】

コレクション・フォーカス

山を描く 佐々木邦彦―知られざる絵と言葉

　本展は、京都を拠点に活躍した広島出身の日本画家・佐々木邦彦（1909-1972）の画業を紹介す

る初の回顧展です。

　川端龍子に師事した佐々木は、青龍展や個展を舞台に活躍し、「山の画家」として独自の表現を

追求しました。その特徴は、自ら過酷な自然へ分け入り、山を単に「絵画」として画面に収める

のではなく、「山そのものの精神」へ迫ろうと真摯な葛藤を重ねたところにあります。

　圧倒的なスケールを誇る大作は、従来の日本画に見られる抒情性とは一線を画す、鋭く研ぎ澄

まされた詩情に満ち、粗く鋭い筆致と重厚な色彩によって厳粛な迫力を放っています。本展では、

青龍展出品の現存する大作 6点を一堂に展示し、初期から晩年までの画業をたどります。

　また、佐々木は詩人としても活動しました。脚本家・依田義賢らと詩の同人グループ「骨」を

結成するなど鋭い言葉を紡いだ試みに迫り、絵画と同じく彼の核であった詩の世界をあわせて紹

介します。また、同郷の丸木位里や中谷ミユキらの作品や資料を通じ、故郷・広島とのつながり

にも光を当てます。

　佐々木邦彦の静謐な創作世界をぜひご覧ください。
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佐々木邦彦《連嶺》1970 年　広島県立美術館蔵

佐々木邦彦《山勢》1965 年　個人蔵
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【ウェルカムギャラリー】

　当館では、2021（令和３）年からウェルカムギャラリーを設けています。みなさまへの歓迎の

気持ちと、「多くの方々の美術への誘いとなるように」との願いを込め、この場所を「ウェルカ

ムギャラリー」と命名しました。当館の顔ともいうべき大理石に囲まれた展示室で、美術への関

心の度合いに応じて選べる作品解説をご用意しています。また、当館の成り立ちをご紹介する動

画を展示室の入口で上映しています。

　ここでは、「これが、県美の広島愛」をテーマに、広島県ゆかりの著名作家である、洋画家の

小林千古・南薫造・靉光、日本画家の児玉希望・奥田元宋・平山郁夫、彫刻家の平櫛田中・圓鍔勝三、

工芸作家の六角紫水・清水南山・今井政之の作品を一堂に展示します。作家を育んだ広島という

地域の特性や、作家の広島への想いを伝えるエピソードとともに、当館が誇る名品の数々をご覧

いただけます。

　美術が好きな方も、これから好きになる方も、どうぞお気軽にお楽しみください。
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公式インスタグラムはこちら

【関連イベント】

■美術講座 「山を描く 佐々木邦彦―知られざる絵と言葉」

日時 ： 2026 年 11 月 22 日 （日） 13:30 ～ 14:30

場所 ： 地階講堂

講師 ： 神内 有理 （当館主任学芸員）

※聴講無料　※要事前申込 （電話 082-221-6246）

■ワークショップ 「ことばが山になる」

会期中、 2 階第 4 展示室前

協力 ： 広島大学教育学部造形芸術系コース ・ 美術教育学プログラム

※使用する台紙の数に限りがあります

■ギャラリートーク 「山を描く　佐々木邦彦―知られざる絵と言葉」

日時 ： 2026 年 10 月 30 日 （金） 15:00 ～

場所 ： ２階展示室 （３室 ・ ４室）

講師 ： 神内 有理 （当館主任学芸員）

ゲスト ： 多田羅多起子 （広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授）

※要入館券、 会場 （３室入口） でお待ちください。

■ギャラリートーク 「戦前戦後の前衛―特別展 「没後 30 年 菅井汲」 にちなんで」

日時 ： 2026 年 10 月 23 日 （金） 15:00 ～

会場 ： ２階展示室 （１室 ・ ２室）

講師 ： 山下 寿水 （当館主任学芸員）、 藤崎 綾 （当館主任学芸員）、 角田 新 （当館学芸員）

※要入館券、 会場 （１室入口） でお待ちください。

■インスタライブ配信

閉館後の展示室内からギャラリートークをライブ配信します。 （約 15 分間）

【３室】 2026 年 11 月 17 日 （火） 17:00 ～ 

【４室】 2026 年 12 月   1 日 （火） 17:00 ～ 

講師 ： 神内 有理 （当館主任学芸員）
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【その他】

■フリートークデー　

10 月 18 日 （日）、 11 月 15 日 （日）、 12 月 20 日、 １月 17 日 （日）

9:00 ～ 17:00

子供も大人も自由に感想を話しながら気兼ねなく展覧会を楽しんでいただ

けるよう、フリートークデーを実施。 当日は下記イベントも併せて行います。

●作品を探しに行こう！

当館所蔵品の一部がプリントされた缶バッジを配布します。 どの作品がプ

リントされているか、 展示室に作品を探しに行こう。

先着 ： 30 名

■本展のミニガイドと、 本展に協力する広島大学教育学部美術学生チームの学生が作製した

「画家 ・ 佐々木邦彦レポートマンガ」 の無料配布もあります。
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【媒体掲載用の画像提供について】

※いかなる場合も本プレスリリースからの転用はご遠慮ください。 

※都合により出品作品が異なる場合がございます。 ご了承ください。 

※画像については提供が可能です。 掲載の際に画像が必要な場合は、 当館へお問い合わせください。

※画像掲載の際には、 画像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に当館へ提出していただき、

   1 週間程度お時間を頂きます。 ご了承ください。 

※展示室内での筆記具の使用は鉛筆のみでお願いします。 （ボールペンなど使用不可）

問い合わせ先

広島県立美術館

〒730-0014　広島市中区上幟町 2-22

TEL.082-221-6246　FAX.082-223-1444

E-mail　iroeuma2@gmail.com

担当　学芸課　 山下 寿水

総務課　広報担当　一色 直香

公式SNSはこちらから


